
（1）令和6年7月15日
◎
大
本
山
總
持
寺
の
テ
レ
ホ
ン
法
話
（
ニ
コ
ニ
コ
法
話
）
☎
〇
四
五
ー
五
〇
五
ー
ニ
五
ニ
五
番
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
下
さ
い
。
毎
週
す
ば
ら
し
い
家
庭
仏
教
の
良
い
法
話
が
聞
か
れ
ま
す
。
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◎
曹
洞
宗
『
心
の
電
話
』
☎
〇
三
ー
三
四
五
四
ー
五
四
一
〇
番
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
下
さ
い
。
毎
週
心
の
も
ち
い
方
の
良
い
法
話
が
聞
か
れ
ま
す
。
（
一
週
間
毎
に
法
話
が
変
わ
り
ま
す
）

第 116号玖 台 寺 だ よ り 令和6年7月15日（4）
◎
墓
地
マ
ナ
ー　

お
供
え
し
た
ら
「
カ
ラ
ス
」
が
い
た
ず
ら
し
ま
す
の
で
必
ず
下
げ
て
下
さ
い
。

◎お仏壇のお位牌を新しくした時は「魂入れ」、家を新築した時は「安位回向」をして頂きましょう
タマシイ

◎
玖
台
寺
経
営
の
墓
地
使
用
者
が
墓
地
工
事
を
行
う
時
は
、
施
工
者
よ
り
お
寺
に
墓
地
工
事
誓
約
書
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第 116号 玖 台 寺 だ よ り

【お盆・盆棚のかざり方】

新盆の方対象  盆棚のかざり方講習会  8月3日14時～ 15時

盂
蘭
盆
法
要
の
ご
案
内

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
来
る
八
月
一
日
は
山
門
大
施
食
会

法
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
先
祖
様
へ
の
最
も
大
切
な
法
要
で
す
。
是
非

お
参
り
く
だ
さ
い
。

午
前
九
時
　
　
　
　
受
付
開
始

　
　
九
時
三
十
分
　
歎
仏
（
た
ん
ぶ
つ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
新
盆
供
養

　
　
十
時
三
十
分
　
大
施
食
会
法
要

◆
墓
参
り
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
◆

　
お
供
物
等
は
、一
度
お
そ
な
え
し
て
い
た
だ
き
、お

持
ち
帰
り
下
さ
い
。ま
た
、そ
の
際
に
出
る
ゴ
ミ
も
、

各
自
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

お
塔
婆
の
お
渡
し

　
八
月
一
日
か
ら
十
五
日
の
間
に
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
日
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

場　所　玖臺寺　布教室
講習終了後、ご飯の上にかざる旗と色紙等をお渡しします。是非ご参加ください。

令
和
五
年
十
月
二
十
九
日

高
萩
市
議
会
議
員
選
挙

　
昨
年
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
つ
き

ま
し
て
は
、
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援

に
よ
り
七
期
目
の
当
選
を
果
た
し
、
引

き
続
き
市
政
壇
上
へ
と
お
送
り
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
子
育
て
支
援
、
教
育
、

高
齢
者
福
祉
、
観
光
、
農
業
支
援
、
防

災
、
議
会
改
革
な
ど
様
々
な
問
題
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
高
萩
市
の
活
性
化
と

市
民
が
安
心
し
て
楽
し
く
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
　

令和五年十月二十九日

大本山永平寺別院長谷寺御征忌焼香師

吉
川
　
道
隆

〇同封の伝票に添えて現金にて持参いただくか、または、郵便振替にてお納めください。
　郵便振替ご利用の場合(通信欄にご希望を記入してください）
　　　〇お盆期間中にお寺に来られない方は、都合のいい時に後日お渡しすることも
　　　出来ますので、ご連絡ください。
　　　〇お墓参りに来られない方は、ご家族様に代わってお塔婆を奉納します。
　　　・玖臺寺が管理している墓地の方・・・・それぞれのご家庭のお墓に奉納
　　　・その他の墓地の方・・・・・・・・・・玖臺寺地蔵尊に奉納
　　　〇お塔婆の発送をご希望の方は、着払いにてお送りいたします。

盆供養料等について

お檀家の皆様には、日頃よりお寺の護持にご協力いただきありがとうございます。一
年に一度納めていただいております護持会費は、本堂等の火災保険、境内の営繕修理、
防犯カメラ等のセキュリティ対策、宗派課金等に使わせていただいております。

護持会費について

五如来はたは
自分の字で
書きましょう


